
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月２１日、卒業証書授与式が行われました。卒業生並びに保護者の皆様、本当におめでとうご

ざいます。今まで、小学校の教育活動にご協力をいただき、心より感謝致しております。卒業生の今

後のご活躍を職員一同、お祈りしています。個性的な１４名の６年生。パワーいっぱいで、優しくて

まじめな１４人は、何事にも一生懸命に取り組み、行事や活動ごとにリーダーらしさが増し、今で

は、よきリーダーとして高尾小学校になくてはならない存在です。「ありがとう集会」での声の大き

さや立ち振る舞いには、感動をしました。挨拶を頑張ろうとした子、あきらめずに頑張っている子、

相手意識をもち友達のことをいつも考えた子、みんなの前で堂々と自分の気持ちを表した子。みん

なのお陰で、幸せいっぱいの高尾小学校になっています。これからも、高尾で学んだことを生かし

て、頑張ってください。幸多き人生であることを祈っています。いつでも、遊びに来てくださいね。

保護者の皆様、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

３月２５日、令和５年度修了式を行いました。４つの「あ」をテーマに今年度頑張ってきました。

ずいぶん意識できるようになってきています。自分で頑張ろうとする気持ちが少しずつ見え始め、

一人一人の成長が感じられました。まだまだ頑張らないといけないことはありますが、一歩ずつ頑

張って昨日よりできるようになったことを誉めて、次への意欲につなげてほしいです。 

心優しくて、こつこつと前向きに努力する高尾の子に元気をもらった１年間でした。このように、

まっすぐな子に育ててくださった保護者の皆さん、地域の皆さん、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

学校教育目標「自ら考え行動 幸せいっぱいの高尾っ子 の育成」 

ホームページ；新見市立高尾小学校またはhttp://www.ed.city.okayama.jp/takao-es 
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←カラーはこちらで 
「学校からのお知らせ」 



 

 

３月７日、６年生を送る会をしました。お世話になった６年生に感謝の

気持ちを伝えようと各学年で出し物やプレゼントの準備を進めてきまし

た。この日は、５年生が進行を務め、「さすが高尾小！」温かい雰囲気で、

思い出深いものになりました。６年生も、今までの思い出を振り返りなが

ら、楽しい中にも寂しさも感じる会となりました。１～５年生の６年生に

対する思いがあふれていました。 

３月６日、今年度最後の「てらこやたかお」が

ありました。お忙しい中、１年間来てくださり本

当にありがたかったです。子どもたちも、いつも

とは違う先生に教わって楽しそうでした。高尾の

地域の方が学校のことを思ってくださる気持ち

が、いつも嬉しいです。また、新見公立大学の読み聞かせボランティアの

学生さんが、６年生に卒業プレゼントをくださいました。１年間、多くの方に支えられながら、子ど

もたちは楽しみながら落ち着いて学校生活を送ることができました。おかげさまで、ますます優し

くて頑張り屋の子どもたちに成長してくれたと思っています。「己の欲せざるところ人に施すこと

なかれ」という論語もありますが、嫌なことはしないというのは勿論、相手が喜ぶことは進んで行

おうという意味もあると思います。高尾の子は、きっと、みんなを愛する大人になってくれること

でしょう。そうなれるよう、私たちもしっかりと教え育んでいきたいと思います。 

春休みになりますが、子どもたちが様々な場でしあわせを運んでくれることを願っています。 

１年間、本当にありがとうございました。来年度も、高尾小学校のためにお力を貸してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１９日（金） 参観日・ＰＴＡ総会他 

２２日（月） 内科健診 

２３日（火） 避難訓練 

２４日（水） 歯科検診 

２５日（木） 家庭訪問 

２６日（金） 家庭訪問 

３０日（火） １年生を迎える会 

５月２日（木）バス遠足 

８日（月） 着任式・始業式 

９日（火） 給食開始 

１１日（木） 入学式 

１２日（金） 退任式、発育測定・視力検査 

１５日（月） 通学班会・縦割り班会、 

１年生給食開始 

１７日（水） 聴力検査、交通教室 

１８日（木） 全国・県学力テスト 

の予定

４月から４０の論語を習ってきました。３年生以上に聞いたところ、心に残っている論語は「一

を聞いて十を知る（４票）」、自分を励ましてくれた論語は「今女は画れり（４票）」でした。「言

われなくても行動する」「限界を決めないで頑張る」という気持ちが強いようです。子どもたち

はいろいろな論語を挙げており、得票が固まっていないので、それぞれに心に響いた論語があ

り、心の支えになってくれているようで、嬉しいです。 

論 語 の ま と め 


